27日（土）

高柳カップ3年生大会

Bチーム

予選リーグ

4勝1敗

2位通過

決勝トーナメント

1回戦

VSゴールジェニウスB

１－３

Aチーム

予選リーグ

４勝１敗

1位通過

決勝トーナメント

準々決勝

VS中原SCA

８－１

準決勝

VSカナリーニョ

５－１

決勝

小栗原チグリーニョ

３－３

PK４－５

準優勝

コメント：Bは２年主体で頑張りました。

3年の強い相手に互角で戦えるのは凄い。

Aは予選リーグの内容は…（笑）

悪い意味でエゴが目立ちました。

予選リーグでの敗戦は良い薬になったと思います。

決勝トーナメントは素晴らしい内容でした。

人もボールも動き、1人1人がチームの一員としてプレーできていたので個人も輝きました。

決勝は監督の采配ミスで負けましたが、選手は勝っていました。

１－３から追いついたのは成長の証。

冬頃の3年チームでしたら１－３の時点で諦め、差をつけられて負けていたでしょう。

隼人が初めてのフットサルでしたが、まずまずの出来。

祐希と睦人の成長が目立った大会でした！

28日（日）

6年国民共済リーグ

小林北小にて

VS我孫子翼SC

３－２

貫汰、悠悟、知羽

VS江戸川台SC

３－１

彪我３

コメント：試練の国民共済リーグ（笑）、スタートしました。

市川FCレーベに航大と祐心、大黒柱2人が不在の中、個人の成長と、チーム全体のレベルアップがテーマのこの大会。

今まで8人制でスタメンでは無かった子が2人先発。

交代で入る子も競った試合では出場機会が無かった子達です。

そんな状況ですが、子供達は気合が入り、まとまりも見せ、彼等には珍しく、気合で2試合乗り切りました（笑）

しかしやはり鬼門は2試合目。

スタミナ切れて1試合目の様な連動性は出せず、1試合目に大敗している相手に互角の試合展開となってしまいました。

でも、15人全員出場出来たのは好材料。

彪我の動きが目立ち、知羽が存在感を発揮。

貫汰、りく、大志のDF陣の奮闘が印象に残りました。

これから格上の相手との試合が続きます。

強い相手と戦い、勝ち負け、内容より、まずは経験値を高め、向上する、土台を作りたいと思います。

例え今、結果も内容も負けても、半年後に勝てれば、良い勝負が出来れば良いです。

29日（月）

2年交流試合

4勝3敗１分

対戦相手

市川真間DSCA,B,C、船橋法典SCA,B、南行徳SCA,B

コメント：4月から新加入した子、Bチームで大会出場していた子達の経験値アップを目的として挑みました。

お休みの子も多い中、ドラゴンや、泰巳ら主力を抜いたメンバーで最初から最後まで戦わせた試合もありました。（ドラゴンた泰巳の調子もイマイチだった様です）

監督的に、少し気になったのは、侑成や謙斗ら、何時も前線をやっているメンバーが不在だとゲームを組み立てる、攻撃を作る事が出来ない所です。

実は2年チームを見ていて随分前から気づいていました。

守備は良くても、攻撃でゲームを作れないと得点が奪えません。

侑成、謙斗、どちらか一人いるだけで多分展開が全然変わり、結果も違ったと思いますが、彼等2人の攻撃での貢献度の高さが浮き彫りになった試合でしたね。

逆に、2人が居ても、守備陣2人が不在でしたら、（例えば健と泰巳とか）今度は守備がボロボロだったかもしれません。

今のうちは、攻めも守りも、キーパーもやり、パスもドリブルも自然と出来る様な意識でプレーできないと、この先成長が止まってしまうので、判断を伴ったプレーを浸透させられる様、練習から行っていきます。

この日あまり上手く行かなかったことを前向きに捉え、次に生かして行きましょう。

（良くない部分は、足りない部分は早く気付いた方が良い。修正が容易。）

